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LIGHT UP ROTARY 
ロータリーに輝きを 

宇都宮さつきロータリークラブ  会報 

第 ３２ 回 例 会 

日 時：2015 年 3 月 16 日（月） 

19：00～20：00 

会 場：コンセーレ 

・開会                             池田 光一 SAA  

 

・点鐘                             和知 孝道 会長 

 

・ロータリーソング斉唱（奉仕の理想）              池田 光一 SAA  

 

・ビジター紹介                         和知 孝道 会長 

佐藤節特別代表（宇都宮陽北ＲＣ） 川名悟（宇都宮９０ＲＣ） 

・会長挨拶                           和知 孝道 会長 

3 月 12 日(金)のＩＭは大変ご苦労様でした。盛大に行われ、また多くのロータリークラ

ブの会員と議題に伴っての参加型ということで、皆さんも得るものがあったのではないで

しょうか。 

本日は第３回のクラブ協議会になります。ＩＭは９テーブルに分けて参加をする形でし

たので、各テーブルにおける貴重なご意見を、後ほど伺えればと思っております。 

3 月 23 日(月)第 33 回例会の第 3 回クラブフォーラムでも議題になります会員増強です

が、年度目標は３０名にすることでありますから、それに少しでも近づけるように考えて

おります。私も現在、印刷関係者をお誘いしています。又、本日永井紀好会員が栗原さん

をお誘いいただきましたが、皆さんも１人でも多くの候補者にお声掛けいただきますよう、

再度お願いをいたします。それでは進行のほどよろしくお願いいたします。 

・幹事報告                           三森 富雄 幹事 

・3月 9日(月)第 31 回例会でお話ししました、東京あけぼのＲＣのチャーターナイトの出

席ですが、夏目公彦会長エレクトと湯澤敦史幹事エレクトの 2 名で参加して頂くことに

なりましたので、ご承知おき願います。なお、これは宇都宮さつきロータリークラブの

正式行事ですので、2 人の登録料、旅費につきましては、クラブからの負担とさせて頂

きます。   

・3 月 12 日(木)のＩＭに参加された方お疲れ様でした。今回は初めてテーブルミーティン

グ方式にしたとのことで、佐貫直通ガバナー補佐も大変満足されていた感じでした。本

日、参加者の発表があるかと思いますが、参加された方は、大変勉強になったかと思い

ます。    

・ＩＭ時に宇都宮西ＲＣの森玄房パストガバナーが研修用に作成したという「今更聞けな

いロータリーの「いろは」という手作りの冊子が各クラブの会長・幹事用に 2 冊配布さ

れました。初心者には非常にわかりやすいので、6 月のクラブフォーラムでこの資料に

もとづき勉強会を実施したいと思います。  

・出席報告                           石川 均 副会長 

会員 22 名 出席 17 名 欠席 5名 出席率 77.27% 
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・第３回クラブ協議会      ＩＭ参加状況報告            各委員会 

会員増強 

石川 均 副会長 

・各クラブ共に、高齢化による引退やクラブ内人間関係による退会で、会員増より会員数

維持に苦慮している様子であった。 

・入会候補者に対する、説明会や特別な例会を企画しているクラブもあった。 

・クラブのメンバーや活動内容を紹介するリーフレットを作成しているクラブが多かった。 

・さつきＲＣ以外のクラブは、入会金・年会費は一律であった。 

 

例会出席＆メーキャップ 

三森 富雄 幹事 

・例会欠席の連絡はしていないところが多く感じられた。 

（食事を無駄にするのがもったいないという意見も数クラブあり） 

・若い人やＲＣ経験の少ない人はメーキャップに行きづらい。 

（先輩ロータリアンが一緒に行くと行きやすい） 

・メーキャップに行く機会がない。 

・９０ＲＣはメーク出席の扱いが多い 

・宇都宮さつきロータリークラブにメークに行ってみたいという人もいた。 

・メークに行くと勉強になる。 

・メーキャップについては推奨していない（宇都宮陽東ＲＣ）。 

・外部卓話の時は出席率が高い、逆に会員卓話時は少ない。 

○個人的な感想として、全般の意見を聞いていると、楽しく、為になる例会プログラムを

実施すれば、出席率は高くなること 

 

＊宇都宮さつきロータリークラブの発表内容 

１．当クラブの出席率ですが、直近のガバナー月信に 12 月の平均出席率が掲載されていま

したが、地区平均が 85.12％で、我がさつきは 86.18％と若干上回っていたことにホッ

トしています。（因みにさつきの出席率は、市内１０クラブ中第３位（①宇都宮東 94.59%、

②９０の 90.31%、③さつき 86.18%）） 

２．出席率向上について実施してきましたことは、 

  ・欠席の連絡に対しては、連絡してくれたことに対するお礼を言い、併せてメイクのお

願いをしています。22 名の会員では、１人当たりが出席率の約 4.5％の影響力を持っ

ていますので、幹事としては丁寧に対応しています。 

・ＲＩやガバナー事務所また、クラブの行事等についての情報をこまめに連絡する。 

・また、親睦会時の出席率は 90％を超えているので、親睦会を開催すると数字が上が

るということも分りました。ついては、会員のみんなが例会に出席するのは、楽しい

か、または、為になるかということですので、今後、例会プログラムも工夫して組み

立てていきたいと思います。 

  ・現状、当クラブの会員への連絡は全てメールで行っております。従って、会報等もペ

ーパーレスです。今後は、出席できない会員については、Ｅクラブへのメークも推進

していき、更に、出席率の向上をはかっていきたいと思っています。 

 

親睦活動 

葆東 雅仁 親睦活動委員 

1.各クラブ共通活動 

納涼祭、クリスマス家族会 
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2.個別活動 

ゴルフ、熱燗、婦人会、俳句、旅行（積立）など 

3.さつき独自活動 

親クラブがないので合同例会を開催 

1 月 宇都宮三陽さつきロータリークラブ 

4 月 宇都宮 90 

4.感想 

各クラブの所帯数により活動は様々。クラブ内の親睦と他クラブとの親睦の両方で活動

することで、ロータリアンとしての知識、理解を深めるとともに親睦も深まっていくもの

ではないでしょうか。また可能な限り、他クラブへのメーキャップを行うこと、1人より

も 2人で参加して出席率の確保にも繋がるよう活動出来ればと思います。 

 

職業奉仕委員会 

笠井 隆行 職業奉仕委員長 

職業奉仕について、諸先輩方に教えをいただいた。そんな中で、職業奉仕と社会奉仕の

区別が長くロータリーを学んでいる方でもわからない方がたくさんいるとのこと。まずは、

自分の会社で一生懸命働き、そのうえで毎週必ず例会に出席する。そのことが職業奉仕と

の教えを頂いた。 

 

社会奉仕委員会 

武田 文夫 社会奉仕委員長 

社会奉仕委員会では、当クラブからは、４月に開催する清掃活動について報告させてい

ただきました。全１０クラブの奉仕活動では、災害支援に関する奉仕活動が最も多く、次

いで障害者支援となっていました。そのほか、植林や清掃活動など各クラブで独自の奉仕

活動を実施していました。各クラブ、３つ以上の奉仕活動を実施しているところが多く、

当クラブとしても、１つの活動事業のみでなく、継続することで奉仕活動が増えていくこ

とが望ましいこと思われます。 

さて、全体を通して３つのことが社会奉仕活動では重要だとお話がありました。 

１つ目は、継続性です。１つの奉仕活動を次年度につなげていくためにも、しっかりとし

た引き継ぎを実施することが重要です。 

２つ目は、漠然とした奉仕活動ではなく、ピンポイントで実施することが重要です。災害

支援も、ただ漠然と実施するのではく、その時に必要とされることを実施すべきです。た

とえば、災害地区で必要とされているもののアンケートを取った時に、目薬が今とても必

要だということで、送られた事例が紹介されていました。 

３つ目は、ロータリーだからできることを実施すべきという話がありました。毎年継続す

る中で、本来ならば現地の方が実施できるようなことを継続して実施してしまうことで現

地の方の役割を奪うことなく、できることは現地の方々に実施していただきロータリーだ

からできることに特化すべきで、なるべく手放していく方向で実施すべきと話がありまし

た。以上、今後の宇都宮さつきロータリークラブの社会奉仕活動の参考になれば幸いです。 

 

国際奉仕＆ロータリー財団について 

内仲 祐介 国際奉仕委員長 

①国際奉仕について 

 ・市内１０クラブで国際奉仕活動を行っているのは以下の４クラブ 

   宇都宮９０ＲＣ 羊プロジェクト フィリピン 

   宇都宮東ＲＣ  学校建設    カンボジア 
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   宇都宮南ＲＣ  寄付活動    ベトナム 

   宇都宮ＲＣ   交換学生２名受け入れ 

・グローバル補助金の申請は非常に狭き門であるが、各クラブ活用を視野にいれている。 

・地区の補助金もあるので、こちらの活用も積極的にしていきたい。 

②ロータリー財団について 

・ロータリー財団への寄付は払うだけでなく、補助金などでもらうこともできるので、活

用しなくてはもったいない。 

・寄付金の集め方については、会費と一緒に集める方法、会費には入れずに、別途集める

方法がある。各クラブ、上記の２通りの方法が半々くらいであったが、会費に入れてい

ないクラブは、寄付金を集めるのに、非常に苦労しており大変そうであった。寄付金は

自由意思によるものなのでとのポリシーがあるが、集める際にがんばって声をかけるも、 

 半ば強制的になってしまうため、本末転倒になることもある。 

③ロータリークレジットカードについて 

 ・財団への寄付は、ロータリークレジットカードでも貢献ができます。利用料に応じて、

ポイントとしてスマイルがたまります。積極的に利用お願いいたします。 

・点鐘                             和知 孝道 会長 

 

・閉会                              池田 光一 SAA  


